
　萩の古きよき町並みを多くの人に知ってもらいたい、とい
う思いで始まった「着物ウィーク in 萩」、今年は山口国体と同
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国
体
開
催
に
あ
わ
せ
、
山
口
県
内
の

道
路
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
萩
市
近

郊
で
は
、
５
月
の
「
小
郡
萩
道
路
」
の

開
通
に
続
き
、
９
月
に
山
陰
自
動
車
道

の
一
翼
を
担
う
「
萩
・
三
隅
道
路
」
が

全
線
開
通
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
郡
萩
道
路
を
活
用

し
た
萩
と
美
祢
、
萩
・
三
隅
道
路
を
活

用
し
た
萩
と
長
門
の
広
域
観
光
の
連
携

が
強
化
さ
れ
ま
す
。
通
行
は
無
料
。

　

萩
市
椿
と
長
門
市
三
隅
中
を
結
ぶ
、

萩
・
三
隅
道
路
（
延
長
約
15
㎞
）
は
、

平
成
20
年
に
三
隅
IC
〜
三
見
の
明
石
IC

の
約
７
㎞
が
開
通
。
21
年
に
は
、
日
本

海
を
眺
望
で
き
る
風
光
明
媚
な
道
の
駅

「
萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

９
月
下
旬
に
は
、
残
り
の
明
石
IC
〜

萩
IC
（
椿
）
の
約
８
㎞
が
開
通
し
、
萩

IC
と
市
街
地
を
つ
な
ぐ
県
道
萩
秋
芳
線

の
４
車
線
化
工
事
も
完
了
し
ま
す
。
見

晴
ら
し
が
よ
く
直
線
の
走
り
や
す
い
道

路
が
完
成
し
、
萩
市
役
所
〜
長
門
市
役

所
間
は
、
約
10
分
短
縮
さ
れ
25
分
に
な

り
ま
す
。

　

市
民
球
場
は
平
成
17
年
に
解
体
さ

れ
、
現
在
は
市
民
憩
い
の
中
央
公
園

に
な
り
ま
し
た
。

　

萩
か
ら
も
約
60
人
の
選
手
が
国
体

の
強
化
選
手
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
特
に

ラ
グ
ビ
ー
（
少
年
男
子
）
の
県
選
抜

チ
ー
ム
は
、
花
園
の
常
連
校
、
萩
商

工
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
中
心
メ
ン

バ
ー
で
す
。

▽
ラ
グ
ビ
ー
（
少
年
男
子
）

10
月
２
〜
６
日
、
長
門
市
俵
山
多
目

的
広
場

　

国
体
は
、
昭
和
21
年
に
京
阪
神
地

域
で
第
１
回
大
会
が
開
催
。
山
口

県
で
は
第
18
回
大
会
が
昭
和
38
年

（
１
９
６
３
）に
開
催
さ
れ
、
以
来
48

年
ぶ
り
２
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

昭
和
38
年
に
は
、
萩
で
剣
道
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
開
催
。
当
時
完
成
し

た
ば
か
り
の
市
民
球
場
で
、
昭
和
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
観
覧
さ
れ
、
そ
の
後
笠
山
・
明
神

池
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
員
の
皆
さ
ん
も
懐
か
し
い

思
い
出
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

山
口
県
で
は
昭
和
38
年
以
来
48
年
ぶ
り

萩
で
は
軟
式
野
球
、柔
道
、カ
ヌ
ー
、卓
球
の
４
競
技

　来年のロンドン五輪日本代表（女子
卓球）で山口市出身の石川佳

か す み

純選手が、
山口県代表として、萩市民体育館で開
催される山口国体に出場します。６月
の世界ランキングでは世界９位という
実力者で、卓球界のアイドル。
　爽やかな「石川スマイル」の登場に、
萩市民は国体を心待ちにしています。

山口県代表として
萩に登場！

卓球・石川選手

「（国体の）試
合会場でいい

感覚で練習でき
ました。優

勝して恩返しし
たいです」

　

い
よ
い
よ
10
月
１
日
か
ら
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
が
、

山
口
県
で
開
催
（
38
競
技
）
さ
れ
、
萩
で
は
軟
式
野
球
と
柔
道
、

カ
ヌ
ー
、
卓
球
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

萩の開催競技（10月）
競技 とき ところ

軟式野球 ２、３日 萩スタジアム
柔道 ２〜４日 市民体育館

カヌー ６〜９日 阿武川特設カヌー
競技場（川上）

卓球 ７〜10日 市民体育館

道路も続々開通

国体目前
!!

全
線
開
通
で

萩
〜
長
門
は
10
分
短
縮

マスコット
「ちょるる」
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唐樋町の地蔵堂を参拝した菅家市長（中央）と野
村萩市長（左）。地蔵堂には、16 人の白虎隊士た
ちが自刃する様子を描いた石版画があります

　

萩
・
三
隅
道
路
の
萩
IC
付
近
に
９
月

初
旬
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
ス
ト
ア
「
ザ
・
ビ
ッ
グ
エ
ク
ス

ト
ラ
萩
店
」
が
開
店
し
ま
す
。

　

開
店
に
合
わ
せ
、
萩
市
と
マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
西
日
本
が
地
域
貢
献
協
定
を
結

び
、
利
用
金
額
の
0.1
％
が
萩
市
に
寄
付

さ
れ
る
電
子
マ
ネ
ー
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
（
ワ
オ
ン
）
カ
ー
ド
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市

で
は
、
こ
の
寄
付
を
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
構
想
」
の
推
進
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
付
な
ど
で
、
多
く
の

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
萩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
員
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
萩

Ｗワ

オ

ン

Ａ
Ｏ
Ｎ
で
、
萩
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

〜
全
国
ど
こ
で
も
買
い
物
で
、

利
用
金
額
の
0.1
％
が
萩
市
に
寄
付
〜

地
域（
萩
ワ
オ
ン
）カ
ー
ド
を
発
行

９月上旬、
ザ・ビッグ萩店が
椿にオープン

　

会
津
若
松
市
の
菅か

ん
け家
一
郎
市
長
が
、

７
月
18
日
萩
市
を
訪
れ
、
東
日
本
大

震
災
の
義
援
金
や
救
援
物
資
を
送
っ

た
萩
市
に
謝
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

福
島
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

菅
家
市
長（
８
月
に
退
任
）は
「
萩

市
民
の
会
や
萩
市
か
ら
の
義
援
金

（
２
３
５
０
万
円
）
を
、
福
島
第
一

原
発
か
ら
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
避
難
所
運
営
等
に
活
用
し
て
い

　

東
日
本
地
震
災
害
を
救
援
す
る

萩
市
の
会
（
会
長
：
野
村
萩
市
長
、

３
４
４
団
体
）
で
は
、
７
月
に
宮
城

県
石
巻
市
へ
義
援
金
５
０
０
万
円
を

送
り
ま
し
た
。

　

石
巻
市
は
、
萩
出
身
の
川
村

孫ま
ご
べ
え

兵
衛
重し

げ
よ
し

吉
が
江
戸
時
代
の
初
め
に

河
川
改
修
と
新
田
開
発
を
進
め
て
、

日
本
有
数
の
港
町
・
石
巻
の
礎
を
作

り
ま
し
た
。「
石
巻
の
開
祖
」
と
さ
れ

オープン間近のザ・ビッグ萩店。延べ床面積は約
9500㎡。アトラス萩店と並ぶ市内最大の店舗

「萩 WAON カード」　白壁越しにみえる夏
みかんを背景にした萩の観光地のイラスト

　

８
月
５
日
、
福
島
県
で
開
催
さ
れ

た
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」

に
萩
高
校
合
唱
部
が
出
場
し
、
会
津

高
校
合
唱
部
と
合
同
で
合
唱
曲
「
友

情　

時
を
越
え
て
今
」
を
合
唱
し
ま

し
た
。

　

こ
の
曲
は
、
２
０
０
６
年
の
「
国

民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
」
に
、
萩
高
が

作
曲
、
会
津
高
が
作
詞
を
担
当
し
た

混
成
４
部
合
唱
曲
で
す
。

［右から］部長の杉山太紀くん（堀内）
と副部長の椋木さくらさん（田万川）

ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
さ
れ
、

観
光
客
の
激
減
な
ど
影
響
を
与
え
て

い
る
放
射
能
に
つ
い
て
は
「
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
結
果
、
会
津
は
水
も
空
気

も
農
産
物
も
安
全
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
と
風
評
被
害
へ
の
取

り
組
み
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
10
月
24
〜
27
日
に
萩

市
民
号
（
40
人
）
が
会
津
若
松
市
を

訪
問
し
、
観
光
面
の
復
興
を
支
援
し

ま
す
。

　

合
唱
部
顧
問
の
有

あ
り
ど
み冨

美よ
し
こ子

先
生

（
萩
高
昭
和
47
年
卒
）は「
遠
く
離
れ
て

い
て
も
一
緒
に
歌
う
こ
と
が
で
き
、
意

義
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
も
合

唱
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

曲
の
締
め
く
く
り
の
歌
詞
は
、「　

今 

こ
こ
か
ら 

明
日
を
信
じ 

優
し

い
未
来
に
向
か
っ
て 

飛
び
立
と
う

さ
あ　

」。

て
い
ま
す（
本
紙
７
月
号
掲
載
）。

　

川
村
孫
兵
衛
へ
感
謝
す
る
祭
り

「
石
巻
川
開
き
祭
り
」
が
７
月
31
日
、

８
月
１
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
正

５
年
（
１
９
１
６
）
に
始
ま
っ
た
石

巻
地
方
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
88
回

目
の
今
年
は
、
復
興
へ
の
祈
り
を
込

め
て
灯
籠
流
し
や
花
火
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
全
店
で
利

用
で
き
る
た
め
、
例
え
ば
萩
出
身
の
東

京
在
住
者
の
皆
さ
ん
も
萩
の
ご
当
地

Ｗワ

オ

ン

Ａ
Ｏ
Ｎ
を
利
用
す
れ
ば
、
利
用
金
額

の
0.1
％
が
自
動
的
に
萩
市
に
寄
付
さ
れ

ま
す
。

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や
牛
丼
の
吉
野
屋
な

ど
全
国
約
11
万
２
０
０
０
の
加
盟
店
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

イ
オ
ン
の
電
子
マ
ネ
ー
Ｗワ

オ

ン

Ａ
Ｏ
Ｎ
の

萩
版
で
、
全
国
で
39
番
目
、
山
口
県
で

は
初
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
か
ら
全
国
の
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

２
０
２
店
舗
（
本
州
・
四
国
）
の
「
ご

当
地
ワ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
で
販
売
開
始
。

全
国
の
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
全
店

の
買
い
物
で
萩
を
支
援
!!

９
月
か
ら
発
売
開
始
!!



42011年９月（第101号）

　

桂
太
郎
は
、
長
州
が
生
ん
だ
軍
人
政

治
家
で
す
。
陸
軍
大
臣
の
ほ
か
３
度
も

総
理
大
臣
を
務
め
、
そ
の
政
権
担
当
期

間
は
７
年
９
か
月
と
歴
代
総
理
の
中
で

最
も
長
く
政
権
の
座
に
あ
り
ま
し
た
。

　

政
権
を
担
当
し
た
間
、
日
英
同
盟
の

締
結
、
日
露
戦
争
の
遂
行
、
韓
国
併
合
、

大
正
政
変
と
時
々
の
大
き
な
歴
史
の
転

換
点
に
直
接
関
わ
っ
た
偉
大
な
政
治
家

の
一
人
で
し
た
。

　

し
か
し
、
桂
太
郎
が
山
県
有
朋
の
直

系
で
、
山
県
が
行
っ
た
軍
制
改
革
は
中

央
集
権
国
家
の
成
立
に
は
欠
か
せ
な
い

こ
と
で
し
た
が
、
長
州
人
の
被
害
、
困

惑
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど
う
も

桂
太
郎
、
山
県
有
朋
の
人
気
は
い
ま
ひ

と
つ
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
桂
が
教

育
に
関
心
が
高
く
、
拓
殖
大
学
の
創
設

に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
大
正
２
年
と
い

い
ま
す
か
ら
１
９
１
３
年
、
今
か
ら
98

年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
桂
太
郎
は
３
度
目
の
総

理
大
臣
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
組
閣

に
当
た
っ
て
天
皇
の
「
優

ゆ
う
じ
ょ
う

諚
」
を
要
請

し
た
こ
と
や
長
き
に
わ
た
る
軍
政
や
閥

族
政
治
に
対
す
る
国
民
の
批
判
が
高

ま
っ
て
い
て
、
政
局
運
営
は
混
迷
の
度

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
桂
は
政
党
政
治

へ
の
脱
皮
を
目
指
し
て
自
ら
政
党
の
創

設
を
企
図
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も

逆
に
反
発
を
受
け
、
議
会
に
内
閣
弾
劾

決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

桂
は
つ
い
に
２
月
、
政
権
50
日
余
で

総
辞
職
し
、
自
宅
で
静
養
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

激
動
の
政
局
を
過
ご
し
た
桂
を
見
舞

お
う
と
、
政
友
会
の
木
下
謙
次
郎
議
員

が
郷
里
の
名
産
ス
ッ
ポ
ン
を
手
土
産
に

訪
れ
ま
し
た
。
木
下
は
大
分
県
の
宇
佐

神
宮
周
辺
を
基
盤
に
明
治
35
年
に
衆
議

院
議
員
に
な
っ
た
気
鋭
の
代
議
士
で
、

政
友
会
の
総
帥
原
敬
の
参
謀
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。

　

国
会
で
は
、
正
論
に
ア
イ
ロ
ニ
ー
を

塗
し
て
攻
め
立
て
る
と
い
っ
た
手
法
か

ら
、
画
家
岡
本
太
郎
の
父
岡
本
一
平

は
「
木
ノ
謙
の
質
問
は
う
な
ぎ
引
き
の

鉤か
ぎ
さ
き先

の
よ
う
だ
」
と
戯
画
描
写
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
木
下
は
、
こ
の
時
代
に
は
珍
し

く
男
子
厨
房
に
入
っ
た
開
明
的
な
人
で
、

「
美
味
求
真
」
と
い
う
、
今
で
言
う
グ

ル
メ
本
を
出
版
し
、
序
文
に
は
横
井
小

南
の
系
譜
の
北
里
柴
三
郎
が
筆
を
執
る

と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
知
ら
れ
た

粋す
い
じ
ん人
で
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
時
の「
美

味
求
真
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
今
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
下
謙
次
郎
が
桂
邸
を
訪
れ
た
時
、

ち
ょ
う
ど
明
治
の
功
臣
、
杉
孫
七
郎
子

爵
が
来
て
お
り
ま
し
た
。

　

杉
と
桂
は
共
に
長
州
の
出
身
で
す
。

杉
は
藩
校
明
倫
館
で
学
び
、
文
久
元
年

（
１
８
６
１
）
幕
府
の
遣
欧
使
節
団
に

従
っ
て
欧
米
を
視
察
し
、
広
い
知
見
を

身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。
下
関
戦
争
で

は
井
上
馨
と
和
議
に
尽
力
し
、
ま
た
元

治
の
内
乱
で
は
、
高
杉
晋
作
を
支
持
し

つ
つ
も
軍
事
衝
突
の
回
避
に
動
き
ま
し

た
。

　

幕
府
と
長
州
の
戦
い
「
四
境
戦
争
」

に
も
参
謀
と
し
て
出
陣
す
る
な
ど
維
新

回
天
の
動
乱
に
は
終
始
渦
中
に
い
ま
し

た
。
そ
し
て
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

の
廃
藩
置
県
後
は
官
僚
と
し
て
中
枢
で

活
躍
し
、
子
爵
に
列
せ
ら
れ
ま
す
。

余
談
を
記
せ
ば
、
杉
は
漢
詩
に
明
る
い

文
人
で
野
村
素
介
、
長
三
州
と
と
も
に

“
長
州
三
筆
”
と
言
わ
れ
た
能
筆
家
と

し
て
も
知
ら
れ
多
く
の
書
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

杉
と
木
下
は
と
も
ど
も
激
動
の
政
局

の
中
で
奮
闘
し
た
桂
公
爵
を
ね
ぎ
ら
い

日
本
の
行
く
末
を
論
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　

や
が
て
話
は
雑
談
と
な
り
三
人
で
長

州
と
豊
後
の
名
物
談
義
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。

　

そ
の
う
ち
桂
公
爵
が
木
下
が
土
産

と
し
て
持
ち
込
ん
だ
ス
ッ
ポ
ン
が
気
に

な
っ
た
の
か「
ス
ッ
ポ
ン
と
は
見
る
も

の
な
る
か
、食
す
る
も
の
な
る
か
」と
冗

談
を
発
し
ま
す
と
、
す
か
さ
ず
杉
が

「
食
す
る
も
の
な
り
」と
応
じ
た
の
で
座

は
ど
っ
と
盛
り
上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

木
下
が「
そ
れ
で
は
」と
、
自
ら
包
丁
を

手
に
ス
ッ
ポ
ン
を
さ
ば
い
て“
羹
（
あ
つ

も
の
）”を
作
り
ま
す
。
そ
の
見
事
な
手

際
に
感
心
し
た
杉
子
爵
が「
包
丁
が
牛

を
解
く
よ
り
巧
な
り
、
君
は
即
ち
ス
ッ

ポ
ン
の
頭
」と
狂
歌
で
た
た
え
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
桂
公
が“
頭
”を“
神
”に
置

き
換
え
て
重
ね
て
狂
歌
を
読
み
上
げ
、

場
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、皆
で
ス
ッ
ポ
ン
料
理
を
味
わ
っ

た
と
い
う
逸
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
“
包
丁
”
は
中
国
の
思
想
書
「
荘
子
」

に
登
場
す
る
牛
の
解
体
が
得
意
な
料
理

人
の
氏
名
で
す
。

　

包
丁
は
調
理
道
具
と
ば
か
り
思
っ
て

い
た
私
と
し
て
は
、
当
時
の
人
た
ち
が

当
然
の
よ
う
に
「
荘
子
」
と
そ
こ
に
登

場
す
る
料
理
人
“
包
丁
”
を
理
解
し
て

お
り
、
そ
の
上
で
言
葉
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
た
と
い
う
教
養
の
高
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。

聞きかじり歴史散歩 １

戊辰戦争で東北を転戦。維新後
ドイツへ留学、山県有朋のもと
近代軍制を整備。内閣総理大臣
となり、日露戦争を遂行。計３
度内閣を組織。首相在任 2886
日（７年９か月）は通算での最
長記録。拓殖大学を創立。

（1847 ～ 1913）

日露戦争前後の難局を担った首相

桂太郎
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「
む
ら
の
幸
せ
っ
て
な
ん
か
ね
ぇ
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
阿
武
町
か
ら

「
む
ら
」を
考
え
直
す
公
開
セ
ミ
ナ
ー

が
、
８
月
１
日
に
福
賀
の
う
そ
ん
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

※
主
催
／
京
都
大
学
生
存
基
盤
科
学

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
、
共
催
／
阿
武
地
域

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

ほ
か

阿武町

　

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
の

安
藤
和
雄
准
教
授
の
基
調
講
演
「
く

に
（
里
）、
人
の
相
互
啓
発
に
よ
る

農
村
開
発
の
可
能
性
」
で
は
、「
農

村
開
発
は
内
（
村
）、
外
（
村
以
外
）

が
イ
コ
ー
ル
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が

大
切
、　

お
互
い
が
お
互
い
の
存
在

を
尊
重
し
合
い
、
学
び
、
啓
発
し
合

う
こ
と
。村
作
り
は
、都
会
の
コ
ピ
ー

を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
地
域

ら
し
さ
、
本
物
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

活
動
報
告
の
中
で
は
、
高
知
県

大お
お
と
よ
ち
ょ
う

豊
町
の
農
家
、
氏
原
学
さ
ん
か

ら
高
知
県
大
豊
町
怒ぬ

た田
集
落
の
存
亡

を
か
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、「
地
域
活
性
化
の
ポ
イ
ン

安藤准教授

　「マイルスよ永遠に！」と題して（没
後 20 年）、阿武町で開催されます。
　ジャズの歴史を紐解き、ビーバップと
スイングという魅力ある時代のサウンド
を掘り下げ、存分に味わっていただこう
という企画。日米コラボレーションの
ビッグバンド・サウンドと洒落たコンボ
を満喫して欲しい !!
□日時：11 月６日（日） 午後７時〜
□場所：阿武町町民センター文化ホール
□出演：日野皓正（tp）＝ルイス・ナッ
　シュ（ds）日米オールスター・ビッグ・
　バンド
□料金：全席指定 8,500 円
■問い合わせ　阿武町町民センター

（０８３８８・２・２０４４）

ト
は
、
地
域
で
の
生
活
を
楽
し
む
こ

と
、
景
観
を
良
く
す
る
こ
と
、
住
人

の
意
識
改
革
を
促
す
事
、
多
く
の
人

に
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
人
に
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
基
準
を

合
わ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
高
知
大
学

の
教
授
や
学
生
を
巻
き
込
ん
だ
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
海
外
か
ら
の
研
修
生

に
よ
る
ラ
オ
ス
、
ブ
ー
タ
ン
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
の
農
業
、
農
村
の
実
態

に
つ
い
て
の
報
告
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

明
治
34
年
、
伊
藤
内
閣
の
後
を
受
け

た
桂
内
閣
は
、
ロ
シ
ア
の
東
進
政
策
に

備
え
て
軍
備
拡
張
政
策
を
強
力
に
進
め

た
の
で
、
そ
の
武
断
政
治
は
内
外
の
批

判
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
明
治
37
年
に
は
日
露
戦
争

に
突
入
す
る
決
断
を
下
す
な
ど
難
し
い

国
政
運
営
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
よ

く
耐
え
戦
争
も
勝
利
に
導
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
評
価
よ
り
も
過
大

な
戦
費
調
達
で
経
済
が
疲
弊
し
た
こ
と

か
ら
、
各
地
で
暴
動
や
労
働
争
議
が
相

次
ぎ
政
局
運
営
は
多
難
の
連
続
で
し
た
。

　

こ
の
“
ス
ッ
ポ
ン
談
義
”
の
逸
話
は
、

軍
人
政
治
家
桂
太
郎
が
三
度
目
で
最
後

の
総
理
を
辞
し
た
大
正
２
年
の
２
月
の

こ
と
で
、
心
な
ら
ず
も
武
断
政
治
を
断

行
し
た
心
痛
か
ら
解
放
さ
れ
、
ホ
ッ
と

し
た
時
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

そ
う
い
う
視
点
で
眺
め
て
み
ま
す
と
、

杉
と
木
下
の
桂
を
ね
ぎ
ら
う
ほ
ほ
笑
ま

し
い
風
景
の
中
に
も
、
国
を
背
負
っ
て

奮
闘
し
た
明
治
人
た
ち
の
骨
太
い
生
き

様
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

桂
太
郎
は
、
こ
の
逸
話
か
ら
８
か
月

後
の
10
月
10
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

墓
所
は
世
田
谷
区
若
林
の
松
陰
神
社
の

す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。

（
高
木 
正ま

さ
の
り

熙
　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
　
日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

（
参
考
―
東
京
朝
日
新
聞
。
桂
太
郎
年

表
。
人
物
叢
書
「
桂
太
郎
」、
小
林
道

彦
「
桂
太
郎
」
ほ
か
）

桂太郎旧宅（川島）

拓殖大学が創立１００年
を記念して２０００年、
萩市に銅像を寄贈

（桂太郎旧宅内）
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今
年
の
大
震
災
は
私
の
タ
レ
ン
ト
の

仕
事
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

娯
楽
性
の
高
い
テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
が

自
粛
さ
れ
、
し
ば
ら
く
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

番
組
も
放
送
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
出
演
し
て
い
た
企
業
の
Ｃ
Ｍ
も

３
月
か
ら
の
放
送
で
10
日
間
オ
ン
エ
ア

さ
れ
た
だ
け
で
休
止
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
も
歌
わ
せ
て

も
ら
っ
た
の
で
残
念
で
す
。
テ
レ
ビ
番

組
の
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、

生
活
情
報
番
組
、
音
楽
番
組
な
ど
生
放

送
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
仕

事
を
中
心
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
司
会

の
仕
事
が
ご
縁
で
勉
強
し
て
き
た
テ
ー

ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
結
婚
式
場
の

パ
ー
テ
ィ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
い
ろ
ん
な
分
野
で

取
り
あ
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

と
言
う
と
単
な
る
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
お

皿
並
べ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
方
も
あ
り

ま
す
が
、
私
達
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
一

番
大
切
な
「
食
」
の
空
間
を
整
え
る
こ

と
で
、「
よ
り
お
い
し
く
、
よ
り
楽
し
く
、

よ
り
豊
か
に
食
べ
る
た
め
の
工
夫
」
を

す
る
こ
と
で
す
。

　

最
近
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
空
間
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
協
会
で
の
食
育
の
一
環
で

卓
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
に
出
か
け

食
卓
の
き
ま
り
や
し
つ
け
を
通
し
て
子

供
た
ち
の
五
感
を
育
て
ま
す
。「
い
た

だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
声

が
聞
こ
え
る
食
卓
は
家
族
の
絆
が
育
ち

ま
す
。

　

萩
を
出
て
名
古
屋
で
の
生
活
の
方
が

ず
っ
と
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
年
々
故

郷
の
こ
と
を
想
い
出
す
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た

　

タ
レ
ン
ト
の
仕
事
は
初
め
て
お
逢
い

す
る
方
が
多
い
の
で
短
い
打
ち
合
わ
せ

の
時
間
内
に
い
か
に
ゲ
ス
ト
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
も
ら
え
る
か
が
大
切
で
す
。

そ
ん
な
時
は
出
身
地
の
話
題
で
盛
り
上

が
り
ま
す
。
萩
市
‥
‥
と
言
え
ば
た
い

て
い
の
方
が
知
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
の
公
開
生
放
送
の
イ
ベ
ン
ト
で

ご
一
緒
し
た
山
本
譲
二
さ
ん
と
は
、
山

口
県
出
身
と
い
う
こ
と
で
ス
テ
ー
ジ
上

で
抱
き
し
め
ら
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

　

私
は
越
ヶ
浜
育
ち
。
父
は
フ
グ
漁
の

網
元
、
祖
母
は
魚
屋
、
海
育
ち
の
浜
っ

子
で
す
。
小
さ
い
頃
は
、
水
着
は
家
で

着
替
え
、
そ
の
ま
ま
海
に
飛
び
こ
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
近
く
に
は
笠
山
が
あ

り
、
天
然
ク
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
「
風か

ざ

穴あ
な

」
や
、
淡
水
魚
と
海
水
魚
が
一
緒
に

泳
ぐ
明
神
池
な
ど
が
あ
り
、野
（
ヘ
ビ
）

い
ち
ご
を
摘
み
な
が
ら
笠
山
に
登
っ
た

り
お
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。
不
思
議

が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境

に
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

萩
が
つ
な
い
で
く
れ
た
出
逢
い
に
、

東
海
指
月
会
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

萩
高
校
同
窓
会
に
光
塩
学
院
同
窓
生
も

呼
ん
で
頂
い
て
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
年
目
は
ゲ
ス
ト
で
し
た

が
２
年
目
に
は
司
会
を
任
さ
れ
、
今
年

は
副
幹
事
長
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
で
用
意
し
て
も
ら
っ
た
萩
の
ソ
ウ

ル
フ
ー
ド
を
食
べ
な
が
ら
、「
萩
ク
イ

ズ
」
で
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
。
今
ま
で

以
上
に
萩
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
そ
し
て

萩
を
懐
か
し
く
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
出
題
は
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
参
照
！

　

ふ
る
さ
と
に
感
謝
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

タ
レ
ン
ト

末
武（
渡
邉
）裕
子

ひ

ろ

こ

さ
ん

（
萩
市
越
ヶ
浜
出
身
、愛
知
県
一
宮
市
在
住
）

（
萩
光
塩
学
院
昭
和
53
年
度
卒
）

国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「O
R

IB
E

X
2003

」テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

萩
光
塩
学
院
卒 

初
等
科
（
13
回
生
）

中
等
科
（
25
回
生
）
高
等
科
（
28
回

生
）、
大
阪
芸
術
大
学 

放
送
学
科
卒
。

中
京
テ
レ
ビ
「
ふ
る
さ
と
わ
が
町
ベ

ス
ト
10
」
で
タ
レ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
。

東
海
ラ
ジ
オ
「
梅
丹
ヘ
ル
シ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
」、「
赤
ち
ゃ
ん
と
話
そ
う
」

な
ど
生
放
送
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
メ
〜
テ
レ
の
教
育
番
組
「
親

子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
博
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
ス
テ
ー
ジ
、講
演
会
、コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
司
会
も
務
め
る
。

現
在
は
、
学
校
や
幼
児
施
設
で
子
ど

も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
り
、
一
宮
児
童
文
化
協

会
で
読
み
聞
か
せ
大
学
や
朗
読
の
講

師
を
務
め
る
な
ど
地
域
活
動
に
力
を

注
い
で
い
る
。ま
た
、テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
フ
ラ
ワ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
東
京
ド
ー
ム

焼
き
も
の
ワ
ー
ル
ド
」
や
デ
パ
ー
ト

な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
手
掛
け
る
。

さ
ら
に
、雑
誌
「
ゼ
ク
シ
ィ
東
海
版
」

の
中
で
、
結
婚
式
場
で
の
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
い
ろ
い
ろ

な
店
の
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ー
テ
ィ
ー
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
も
行
う
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
食
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

協
会
」
の
「
卓
育
セ
ミ
ナ
ー
」
で
紙

芝
居
を
取
り
入
れ
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。



2011年９月（第101号）7

１月に新曲「萩みれん」を発売。演歌の大御
所・北島三郎さんといとこの間柄

「生活習慣病」という言葉を生み出したほか、
著書『生き方上手』が 120 万部以上売り上
げるなど日本最高齢のベストセラー作家

　

聖せ
い
る
か

路
加
国
際
病
院
（
東
京
都
）
理

事
長
の
日ひ

の
は
ら

野
原
重
明
さ
ん
（
99
歳
）

が
、
７
月
７
日
の
七
夕
の
日
、
萩
市

民
館
で
、
市
民
大
学
教
養
講
座
「
輝

い
て
生
き
る
秘
訣
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

10
月
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る
と
い

う
こ
と
で
「
ち
ょ
っ
と
早
い
け
ど
、

今
日
は
１
０
０
歳
の
記
念
講
演
で

す
」
と
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
も
、
講

演
中
は
一
度
も
座
る
こ
と
な
く
立
っ

た
ま
ま
話
さ
れ
て
、
お
元
気
そ
の
も

の
。

◆
父
か
ら
松
陰
の
話
を
よ
く
聞
か
さ

れ
た

　

萩
観
光
大
使
を
務
め
る
松
前
ひ
ろ

子
さ
ん
の
演
歌
「
萩
み
れ
ん
」
の
全

国
決
勝
大
会
が
、
７
月
９
日
萩
市
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
や
大

阪
、
名
古
屋
な
ど
全
国
７
大
都
市
の

予
選
大
会
（
約
８
０
０
人
）
を
勝
ち

抜
い
た
10
人
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
決
勝
大
会
の

開
催
地
は
東
京
の
方
が
全
国
か
ら
集

ま
り
や
す
く
都
合
が
い
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
萩
で
や
る
か
ら
こ
そ
の

萩
み
れ
ん
。
絶
対
に
萩
で
開
き
た
い

と
松
前
さ
ん
の
熱
意
で
、
萩
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
会
場

い
っ
ぱ
い
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き

　

日
野
原
さ
ん
は
、
山
口
市
出
身
で

す
が
、
萩
出
身
の
父
親
と
先
祖
が
眠

る
通
心
寺
（
椿
東
上
野
）
に
毎
年
墓

参
り
し
て
い
ま
す
。

　

萩
に
つ
い
て
は
「
父
か
ら
、
幼

い
頃
松
陰
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
萩
は
自
分
の
ふ
る

さ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
、「
経
済

的
な
豊
か
さ
で
は
な
く
、
精
神
的

な
幸
福
を
追
い
求
め
る
こ
と
が
新

し
い
生
き
方
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
、
医
師
と
し
て
、
ま
た
人
生
の

大
先
輩
と
し
て
“
人
生
の
指
針
”

を
話
し
ま
し
た
。

涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
い
で
す
」。

　

切
な
い
女
心
を
歌
っ
た
「
萩
み
れ

ん
」
に
は
、
藍
場
川
や
鍵

か
い
ま
が
り
曲
、
鶴
江

の
渡
し
舟
な
ど
萩
の
情
緒
あ
ふ
れ
る

観
光
名
所
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
（
Ｄダ

ム
Ａ
Ｍ
第
一
興
商
）
で

は
、
こ
の
情
景
を
舞
台
に
松
前
さ
ん

が
歌
っ
て
お
り
、
全
国
ど
こ
で
も
萩

の
名
所
を
楽
し
み
な
が
ら
貴あ

な
た女
も
萩

女
に
な
れ
ま
す
。

　
「
萩
み
れ
ん
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
、

萩
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
そ
し
て
歌
の
中
に
出
て

く
る
萩
の
名
所
を
巡
っ
て
観
光
に
つ

な
が
る
よ
う
、
観
光
大
使
と
し
て
頑

張
っ
て
歌
い
ま
す
!!
」

　

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍

馬
伝
」
で
高
杉
晋
作
役
を
好
演
し
た

若
手
実
力
派
俳
優
の
伊い

せ

や
勢
谷
友ゆ

う
す
け
介
さ

ん（
株
式
会
社
リ
バ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
代
表
）が
、萩
市
と
共
同
で「
萩
・

維
新
塾
」
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
“
現
代
の
松
下
村
塾
”
と
も
い
え

る
「
萩
・
維
新
塾
」
は
、
先
達
の
志

士
た
ち
の
よ
う
に
強
い
意
志
と
志
を

も
っ
て
行
動
す
る
人
材
を
育
て
る
た

め
に
、
２
０
０
７
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

今
回
は
、
受
講
者
を
萩
の
若
者
だ
け

に
限
定
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

そ
の
名
も
ハ
ギ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン「
論
」

と
し
て
５
月
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
の
個

性
や
強
み
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
地
元
の
人
た
ち
は
意
外
と
何

が
魅
力
な
の
か
気
づ
い
て
い
な
か
っ

5 月 21 日、松下村塾で野村萩市長と伊勢谷さん
による対談。「やらないことの言い訳をするので
はなく、実行することの大切さ」を語った

た
り
、
仮
に
気
づ
い
て
い
た
と
し
て

も
ど
う
活
用
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
す
る
の
で
、
萩
と
い
う
ま

ち
の
持
つ
可
能
性
や
魅
力
を
地
元
の

人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

月
に
１
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
活
動

し
、ひ
と
ま
ず
の
期
限
で
あ
る
12
月

ま
で
に
具
体
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。大
げ
さ
で

は
な
く
、萩
か
ら
日
本
を
変
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
伊
勢
谷
）

※
メ
ン
ズ
ノ
ン
ノ
８
月
号（
集
英
社
）

の
紹
介
記
事
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ア
ン
７
月
20
日
号
・
ポ
パ
イ

８
月
号（
と
も
に
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）

に
も
、
リ
バ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
伊
勢
谷
友
介
の
活
動
と
し
て
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
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観
光
地
で
あ
る
萩
城
下
町
の
風
情
に

最
も
マ
ッ
チ
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
『
人

力
車
』
を
、
市
外
よ
り
持
ち
込
み
、
も

は
や
萩
人
以
上
の
萩
人
と
な
り
、
地
元

の
人
、
観
光
客
に
愛
さ
れ
る
存
在
の
俥

宿
・
天
十
平
の
中
原
省
吾
さ
ん（
52
歳
）

と
、
奥
さ
ん
で
あ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
俥

宿
・
天
十
平
、
シ
ョ
ッ
プ
晦
事
の
店
主
・

万
里
さ
ん（
50
歳
）に
お
話
し
を
聞
き
ま

し
た
。

　

千
葉
の
市
川
で
生
ま
れ
、
市
川
近
郊

で
育
っ
た
私
が
、
こ
の
萩
に
移
り
住
み
、

事
業
を
興
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
今
か

ら
30
年
前
の
23
歳
の
時
で
す
。
高
校
を

卒
業
し
就
職
を
し
た
も
の
の
「
こ
れ
が

や
り
た
い
」
と
い
う
も
の
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
仕
事
帰
り
に
本
屋
に

立
ち
寄
っ
て
は
啓
発
本
を
購
入
し
読
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
冊
に
ア
メ

リ
カ
を
徒
歩
で
横
断
し
た
人
の
本
が
あ

り
、
そ
の
本
を
読
ん
で
「
日
本
を
歩
い

て
回
ろ
う
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら
資
金
を

貯
め
、
１
年
後
、
会
社
に
辞
表
を
出

し
、
京
都
を
中
心
に
８
の
字
を
描
く
よ

う
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
全
国

７
７
０
０
km
を
７
か
月
半
か
け
て
歩
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
何
か
を
見
つ
け
る

に
は
至
ら
な
く
、次
に
「
海
を
歩
こ
う
」

と
考
え
、
水
上
歩
行
機
の
制
作
に
没
頭

し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
海
を

歩
け
る
も
の
は
作
れ
ず
、
志
を
共
に
す

る
友
人
と
「
今
後
ど
う
す
る
か
？
」
と

い
う
話
を
北
九
州
で
し
た
と
き
、
私
が

言
っ
た
か
彼
が
言
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
「
人
力
車
を
や
っ
て
み
な

い
か
？
」
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
の
日
本
一
周
で
立
ち
寄

り
、
気
に
入
っ
た
萩
の
城
下
町
で
や
ろ

う
と
決
め
、
千
葉
の
と
あ
る
喫
茶
店
に

飾
っ
て
あ
っ
た
人
力
車
を
譲
っ
て
も
ら

い
、
千
葉
か
ら
萩
ま
で
人
力
車
を
引
い

て
き
ま
し
た
。
歩
い
て
回
っ
た
過
去
が

あ
る
だ
け
に
、
何
と
な
く
想
像
は
で
き

て
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
箱
根
越
え

は
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
ほ
ど
困
難
な

も
の
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
萩
に
や
っ
て
き
て
、
観
光

協
会
に
伺
い
を
立
て
る
ど
こ
ろ
か
、
警

察
に
相
談
も
せ
ず
、
城
下
町
の
と
あ
る

店
舗
の
一
画
を
借
り
、
人
力
車
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
ま
し
た
。
創
業
当
時
は
、
ま

だ
全
国
的
に
、
観
光
地
で
人
力
車
に
乗

る
と
い
う
こ
と
が
浸
透
し
て
お
ら
ず
、

城
下
町
・
萩
と
言
え
ど
も
、
観
光
客
が

人
力
車
を
利
用
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
ぱ
ら
人
力

車
を
使
っ
て
記
念
撮
影
を
す
る
撮
影
料

が
主
な
収
入
源
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
や
京
都
と
い
っ
た
大

き
な
観
光
地
で
人
力
車
サ
ー
ビ
ス
が
注

目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

こ
の
萩
で
も
徐
々
に
利
用
客
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
も
そ
う
で
す
が
、

利
用
さ
れ
る
方
の
ほ
と
ん
ど
は
他
の
観

光
地
で
人
力
車
に
乗
っ
た
経
験
の
あ
る

方
な
の
で
す
。
そ
う
し
て
３
年
く
ら
い

前
か
ら
、
や
っ
と
人
力
車
サ
ー
ビ
ス
に

対
し
人
々
の
抵
抗
が
無
く
な
っ
た
な
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

30
年
間
、
人
力
車
を
や
っ
て
き
て
思

う
こ
と
は
、
こ
れ
ば
か
り
は
人
力
車
に

対
す
る
思
い
が
強
く
な
け
れ
ば
で
き
な

い
職
業
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
か
な

か
人
力
車
の
奥
底
の
魅
力
を
感
じ
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
。
後
継
者
が
欲
し
い

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
私

が
感
じ
て
い
る
人
力
車
の
魅
力
を
分

か
っ
て
く
れ
る
人
が
ど
こ
か
に
居
な
い

か
と
、
こ
こ
数
年
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
人
を
見
つ
け
る
た
め
で
も
あ

り
、
多
く
の
人
に
人
力
車
の
事
を
知
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
、
今
年
か
ら
毎
年
１

回
、
人
力
車
に
ま
つ
わ
る
も
の
の
展
覧

会
を
行
い
ま
す
。
既
に
10
年
先
ま
で
の

構
想
は
で
き
て
お
り
、
じ
っ
く
り
と
時

間
を
か
け
て
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

千
葉
か
ら
移
住
し
て
き
た
夫
に
出

会
っ
た
の
は
今
か
ら
20
年
前
。
当
時
、

私
は
地
域
情
報
誌
出
版
社
で
働
い
て
お

り
、
萩
の
若
い
人
が
集
ま
る
会
合
で
よ

く
一
緒
に
な
り
、
三
高
を
狙
っ
て
い
た

は
ず
な
の
に
気
が
つ
い
た
ら
結
婚
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
で
こ
そ
「
俥
宿
・
天
十
平
」
の
店

主
と
し
て
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
が
、

人
力
車
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
水
も
の
を
生

業
と
し
て
い
る
人
の
伴
侶
と
し
て
サ
ラ

リ
ー
は
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
結

シリーズ 萩 の 元 気 な 店

俥
くるまやど

宿・天
てんじゅっぺい

十平／晦
コトコト

事

24

ギャラリー ショップ
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婚
後
も
出
版
社
に
身
を
置
い
て
い
ま
し

た
し
、
生
涯
置
く
つ
も
り
で
し
た
。
が
、

す
ぐ
主
人
の
人
力
車
に
対
す
る
情
熱
の

強
さ
に
驚
か
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
路
上
で

や
っ
て
い
て
は
、
い
つ
か
限
界
が
く
る

だ
ろ
う
と
感
じ
、
休
憩
が
で
き
る
場
所

が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
、
待
合
所
と
な
る
場
所
を

探
し
て
い
た
ら
、
現
在
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
久
保
田
家
住
宅
を
貸
し
て

も
ら
え
る
こ
と
と
な
り
、
半
年
か
け
自

分
た
ち
の
手
で
改
修
し
ま
し
た
。
改
修

し
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
空
間
は
待
合

所
と
し
て
あ
ま
り
に
広
く
、
間
が
も
た

な
い
と
気
づ
き
、
こ
の
空
間
に
好
き

な
も
の
を
置
き
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
よ

う
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
な
る
と
店
番
が
必
要
で
、
こ
の

際
、
主
人
の
夢
に
付
き
合
う
し
か
な
い

と
、
出
版
社
を
辞
め
、
待
合
所
兼
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
店
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

俥
宿
・
天
十
平
を
オ
ー
プ
ン
し
た
も

の
の
、
１
か
月
後
に
出
産
…
。
計
画
性

が
な
い
と
い
う
か
何
と
い
う
か
…
。
バ

タ
バ
タ
の
な
か
初
年
度
を
乗
り
越
え
た

か
と
思
う
と
、
翌
年
久
保
田
家
住
宅
が

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
立
ち
退
き
。

そ
う
し
て
現
在
の
場
所
に
店
を
移
し
た

の
が
平
成
８
年
。
正
に
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
で
し
た
。

　

萩
に
は
萩
焼
以
外
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

無
か
っ
た
の
で
、
い
つ
か
は
好
き
な
作

家
を
呼
ん
で
個
展
を
開
け
る
と
良
い
な

と
漠
然
と
夢
見
て
い
ま
し
た
。
実
力
も

顧
み
ず
人
気
の
作
家
に
体
当
た
り
で
交

〒 758-0072　萩市呉服町 2 ー 32
（菊屋家住宅となり）
☎ 0838・26・7199

【営業時間】10 時～ 17 時
【定休日】不定休

〒 758-0077　萩市南古萩町 33 ー５
（石井茶碗美術館うら）
☎ 0838・26・6474

【営業時間】人力車：９時～ 17 時、ギャ
ラリー：10 時～ 18 時

【定休日】年中無休
◎人力車観光コース［30 分コース］１
名 4,500 円／２名 6,000 円、［１時間
コース］１名 7,500 円／２名１万円、［２
時間コース］１名 1 万 5,000 円／２名
２万円
☎ 090・7774・4529

俥宿・天十平（くるまやど・てんじゅっぺい）
ギャラリー

渉
し
た
り
、
楽
し
み
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
糧
に
、
展
覧
会
を
積
み
重
ね
て
い
く

う
ち
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
、
近
年
観

光
客
が
減
り
、
人
力
車
の
利
用
客
が
少

な
く
な
っ
て
も
、
何
と
か
カ
バ
ー
で
き

る
だ
け
の
常
連
さ
ん
が
お
店
に
足
を
運

ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
っ
と
落
ち
着
い
て
き
た
か
と
思
っ

た
ら
、
今
度
は
「
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
住

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
古
民
家
が
空
き

家
に
な
っ
た
よ
う
だ
」
と
主
人
。
こ
の

厳
し
い
時
世
に
２
店
舗
を
持
つ
こ
と
は
、

自
殺
行
為
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
建
物

の
魅
力
に
負
け
、
結
局
借
り
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
築
２
０
０
年
の
、
萩
ら

し
い
た
た
ず
ま
い
で
お
客
さ
ん
が
ゆ
っ

く
り
で
き
る
よ
う
な
空
間
に
な
る
よ
う

に
と
、
主
人
と
一
緒
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
「
晦コ

ト
コ
ト事

」
で

す
。
ま
だ
こ
れ
だ
と
い
う
お
店
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
時
間
を
か
け
自

立
し
た
魅
力
あ
る
お
店
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
お

陰
で
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
も
突

き
進
ん
で
来
れ
ま
し
た
が
、
人
力
車
に

し
て
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
俥
宿
・
天
十
平
、

シ
ョ
ッ
プ
晦
事
に
し
て
も
、
私
自
身
萩

の
風
景
と
し
て
萩
に
あ
っ
て
ほ
し
い
存

在
の
も
の
で
す
。
こ
の
先
ど
う
い
う
展

開
が
待
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

し
、
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
と
思
い
ま
す

が
、
萩
と
い
う
地
で
、
主
人
も
私
も
打

ち
込
め
る
仕
事
に
巡
り
合
う
こ
と
が
で

き
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ショップ  晦事（コトコト）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報をお寄
せください。萩の資料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください
！

情報

　今年で 16 回目、37 人の出席。広島周辺在住の指月
会会員 360 人のうち出席は約１割。
　中垣謙司萩高校校長からは、春に普通科 40 人３クラ
ス、理数科 35 人が入学し、現在の全校生徒は 501 人。
柔道部が全国大会（秋田県）個人戦に２人が出場、合唱部
が全国高校文化祭福島大会に出場との報告がありました。

7月9日
ホテルセンチュリー21（広島市南区）広島指月会

◁今年初参加の
山本正義さんと
西村不可止会長

（右）

　40 人が出席、つばき会の新しい名称になって第１回
目。支部長は中嶋誠さん（昭和 38 年商業卒）。品川豊
勝校長から、少林寺拳法部が団体・個人の部で全国大会
に出場と報告がありました。出席者のうち、最年長は
86 歳の古屋正行さんと杉山一成さん（18 年商業卒）。

7月16日

ホテルかめ福（山口市湯田温泉）
つばき会山口支部

　今年のテーマは「ありがとう」。引受期は平成８年卒
の 48 期生。萩高校の体育館で約 700 人の同窓生が参加
しました。
　引受期会長の内田謙一郎さんが「最近はありがとうと
言う機会が少なくなってきているので、この八八会をあ
りがとうと言える機会にしてほしい」とあいさつ。今回
の総会では役員の改選が行われ、山縣喜一会長に代わり、
萩高校４期生（昭和 27 年卒）の村田昌志さんが新たに
会長に就任されました。
　今年は市内のダンス教室「L

ら ば る す

aValse」によるダンスの
披露のほか、萩ケーブルネットワークと連携し、会場の
参加者にそれぞれの「ありがとう」をインタビュー。そ
の様子をステージ上のスクリーンに映しました。

8月8日

萩高校体育館（萩市）
萩高同窓会総会・八八会

　昨年に引き続き萩本陣で開催され、約 110 人が出席。
　廣澤洋子会長（福岡県在住）より、「国内や海外の情
勢が不安定な時期だからこそ、人とのつながり、思いや
りが大事であり、同窓会はそれができる場である」とあ
いさつ。
　今年は、学校のプロモーションビデオが披露され、出
席者は懐かしい学校の映像と若々しい生徒たちの姿に笑
みをこぼしていました。

8月10日

萩本陣（萩市）
萩光塩学院同窓会総会

　池田誠次会長は「つばき会の目標は、母校の発展と地
域への貢献。10 月には国体が萩でも開催され、萩商工
ラグビー部やＯＢも多数出場する。大会が盛り上がって
いくよう皆さんのご支援を」とあいさつ。約 500 人が
参加しました。
　役員改選が行われ、初の女性理事４人が役員になりま
した。引き受けは、昭和 50・60・平成 7・17 年卒の皆
さんで、平成 17 年の卒業生が当時の制服姿で司会進行。

7月9日

萩商工高校体育館（萩市）
萩商工高同窓会つばき会総会

△村田昌志会長
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　旭・川上地域の関西地区同郷会で今年 23 年目。会員、
来賓あわせて 48 人の出席により盛会に開催できました。
川上特産の天然ユズを用いた地酒や佐々並豆腐などの郷
土料理を振る舞いました。

会長　青水勉（奈良市在住）

6月26日

太閤園（大阪市都島区）関西山
やまなみ

峡会

会員投稿

　高校２年生の時（昭和 38 年・1963）第 18 回山口国
体を、翌３年生の時（1964 年）には東京オリンピック
を経験。当時は特に秀才の集まりでした（自称）。
　前列中央は荒木先生。　　　井町充（千葉県柏市在住）

8月14日 酔月（萩市）

萩商工高機械科 昭和40年卒同窓会

会員投稿

中
村　

郎
さ
ん（
旧
制
萩
中
47
期
卒
、宇
部
地
区
志
都

岐
会
長
、学
校
法
人
有
倫
舘
学
園
総
長
）

田
坂
陽
治
さ
ん
（
高
松
市
在
住
）

7月3日

ふるさと萩・小川会 吉池本館（東京都台東区）

　田万川地域小川の同郷会「ふるさと萩・小川会」が、
去る７月３日、東京都御徒町の吉池本館７階において開催
されました。今年は 34 人が出席し、郷土の美酒を味わ
いながら懐かしい昔を思いながら話が弾み、出席者の近
況報告にも各人が熱心に耳を傾けて聞き入っていました。
　また、二次会のカラオケにも力が入り、久しぶりに懐
かしい郷土の香りを満喫させていただきました。来年度
は盛大に 20 回記念式典を予定しています。本誌をご覧
の小川出身の皆様のご出席をお待ちしております。
　問い合わせは 090・9673・2296（佐伯）まで

会長　佐伯雅人（埼玉県新座市在住）

　萩第一中学校の昭和 53 年卒業生同窓会が、33 年ぶ
りに初めて開催され、約 50 人の同窓生が参加しました。
一中時代の校舎の立て替えが決まったため、中学時代の
思い出を残そうと企画されました（耐震性が確保されて
いない２棟を解体し、24 年度中に新校舎ー事務局）。
　まず、萩東中学校の校舎内を見学。母校の机につき、
中学時代の思い出をよみがえらせました。その後萩本陣
での懇親会では、33 年ぶりの同窓会ということもあり、
久しぶりに再会した同窓生との懐かしい話が尽きません
でした。　　　　　　奥田和彦（３年６組卒）萩市在住
■ブログ：「萩第一中学校同窓会」、または http://blog.
livedoor.jp/hagi1tyu53/ で検索

「
百
号
突
破
を
祝
す
」

　

第
百
号
に
は
、
尊
敬
す
る
大
先
輩
や
平
素
の
活
動

に
常
に
国
を
愛
し
、
日
本
人
と
し
て
優
れ
た
御
指
導

を
い
た
だ
く
小
田
村
四
郎
先
生
も
ご
先
祖
が
萩
で
あ

り
、
萩
に
深
く
縁
の
あ
る
方
と
わ
か
り
、
一
段
と
親

近
感
を
覚
え
、
さ
す
が
と
深
く
頷
い
た
。

　

浦
上
敏
朗
先
生
と
は
旧
制
萩
中
学
で
一
時
期
出
逢

え
ば
、
挙
手
敬
礼
を
し
た
大
先
輩
で
あ
る
。
ま
た
、

有
名
な
明
屋
書
店
・
安
藤
明
会
長
が
上
五
間
町
の
ご

出
身
と
は
本
誌
百
号
を
手
に
し
て
初
め
て
知
り
、
早

速
、
明
屋
書
店
に
出
か
け
て
、
正
論
主
張
論
客
の
著

書
数
冊
を
求
め
た
。
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

出
羽
修
氏
の
「
長
州
と
京
都
」
を
ご
恵
送
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

京
都
で
は
百
万
遍
（
尊
攘
堂
近
く
）
で
約
８
年
間

下
宿
し
て
い
ま
し
た
し
、
同
志
社
大
学
（
相
国
寺
隣

り
）
で
学
び
ま
し
た
の
で
、
特
に
懐
か
し
く
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
今
で
も
毎
年
上
洛
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
長
州
と
ゆ
か
り
の

場
所
等
訪
ね
て
見
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
曽
祖
父
が
奇
兵
隊
に
入
隊
（
若
年

に
つ
き
切
腹
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
）、

そ
の
旗
と
「
血
判
書
」
が
須
佐
町
の
歴
史
民
俗
資
料

館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会員投稿

ろ
く
ろ
う

萩東中学校、萩本陣（萩市）

萩第一中学校 昭和53年卒同窓会

会員投稿 8月14日
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あ
ま
り
記
憶
に
は
な
い
の
で
す
が
、

周
り
か
ら
聞
く
話
に
よ
る
と
、
ピ
ア
ノ

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

保
育
園
の
運
動
会
で
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
弾
い
た
と
き
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
運

動
会
が
終
わ
っ
て
も
ず
ー
っ
と
弾
い
て

い
た
私
の
姿
を
見
て
、
父
が
知
り
合
い

の
岩
崎
照
子
先
生
に
頼
み
、
ピ
ア
ノ
を

習
い
始
め
、
小
学
４
年
生
か
５
年
生
の

時
、
岩
崎
先
生
の
紹
介
で
山
根
祐
子
先

生
を
師
事
し
、
大
学
入
学
ま
で
教
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
次
の
曲
を
指

定
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
以
上
の
曲
ま
で
練

習
す
る
ほ
ど
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
頃
は
ま
だ
プ

ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
な
く
、
只
々
夢
中
に
な
っ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
く
ら
し
き
作

陽
大
学
音
楽
学
部
音
楽
学
科
モ
ス
ク
ワ

音
楽
院
特
別
演
奏
コ
ー
ス
に
入
学
し

て
、
ウ
ラ
デ
ィ
ー

ミ
ル
・
オ
フ
チ
ニ

コ
フ
先
生
に
出
会

い
、
指
導
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
す
。
く
ら

し
き
作
陽
大
学
を

志
望
し
た
の
も
日

本
に
い
な
が
ら
ロ

シ
ア
の
先
生
に
習

え
る
と
い
う
所
に

魅
力
を
感
じ
た
か

ら
な
の
で
す
が
、

オ
フ
チ
ニ
コ
フ
先

生
と
の
出
会
い
は
、

私
の
人
生
を
変
え
る
と
て
も
大
き
な
も

の
で
し
た
。
１
回
目
の
レ
ッ
ス
ン
の
時
、

先
生
の
一
言
で
自
分
の
音
楽
の
全
て
が

変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
ほ
ど
衝
撃
的
で
、
指
導
を
受
け
て
か

ら
母
に
私
の
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
っ
た

と
き
、
素
人
の
母
で
さ
え
そ
の
違
い
を

感
じ
る
ほ
ど
の
変
化
が
あ
る
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
も
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
戴
い
た
り
、
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て

歌
っ
て
く
れ
た
り
、
先
生
の
演
奏
を
聞

く
た
び
に
自
分
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

に
喜
び
を
覚
え
、
レ
ッ
ス
ン
が
何
よ
り

も
楽
し
い
も
の
と
な
り
、
い
つ
し
か
先

生
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
プ
ロ

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

く
ら
し
き
作
陽
大
学
卒
業
後
も
先
生

の
指
導
を
受
け
た
い
と
、
モ
ス
ク
ワ
音

楽
院
大
学
院
に
入
学
す
る
た
め
モ
ス
ク

ワ
に
渡
り
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
研
究
科
で

１
年
学
び
、
晴
れ
て
大
学
院
に
入
学
し

た
の
が
２
年
前
。
当
初
、
オ
フ
チ
ニ
コ

フ
先
生
の
ク
ラ
ス
は
生
徒
が
い
っ
ぱ
い

で
、
ク
ラ
ス
入
り
を
許
可
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
想
い
が
通

じ
た
の
か
Ｏ
Ｋ
を
頂
き
、
現
在
も
先

生
の
指
導
の
下
、
ロ
シ
ア
音
楽
を
学
ば

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
に

渡
り
３
年
、
大
き
く
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、
生
活
の
中
に
自
然
と
音
楽
が
あ
り
、

音
楽
を
す
る
若
者
を
育
成
す
る
環
境
が

整
っ
て
お
り
、
音
楽
文
化
が
定
着
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院

だ
け
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
３
つ

あ
り
、
毎
日
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
待
ち
合
わ
せ
し
て
い
る
女
性

二
人
が
「
今
日
は
ど
の
ホ
ー
ル
で
ど
ん

な
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
い
る
」

と
会
話
し
な
が
ら
、
散
歩
が
て
ら
コ
ン

サ
ー
ト
に
立
ち
寄
る
。
ど
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
も
学
生
証
を
提
示
す
る
と
無
料
で

入
場
さ
せ
て
も
ら
え
る
。
日
本
人
の
私

に
と
っ
て
は
正
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
で
学
ば
せ
て
も
ら
え
て
い
る
こ

と
に
、
と
て
も
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
１
年
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で
オ
フ

チ
ニ
コ
フ
先
生
の
下
で
学
ば
せ
て
も
ら

え
ま
す
。
先
生
は
私
が
目
標
と
す
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
音
楽
性
は
も
ち
ろ

ん
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
方
、
人
間
性
に
至

る
ま
で
、
先
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
す
る
ま
で
に
、

で
き
る
限
り
先
生
の
技
術
を
盗
め
る
だ

け
盗
み
、
先
生
の
よ
う
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
る
と
共
に
、
教
え
子
が
一
言
一
言

で
変
わ
っ
て
い
く
魔
法
使
い
の
よ
う
な

指
導
者
に
も
な
り
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
無
事
卒
業
し
帰
国
で

き
た
ら
、
色
々
な
所
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
た
い
で
す
。

ピ
ア
ニ
ス
ト

長
岡 

あ
ゆ
み
さ
ん

（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
記
念
ロ
シ
ア
国
立

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
３
年
生
、 

25
歳
）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
６
年
生
ま
れ
。
萩
市
立
萩
東

中
学
校
卒
、萩
光
塩
学
院
音
楽
コ
ー

ス
卒
53
回
生
（
平
成
15
年
度
卒
）、

く
ら
し
き
作
陽
大
学
音
楽
学
部
音
楽

学
科
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
特
別
演
奏

コ
ー
ス
卒
後
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
研

究
科
で
１
年
学
び
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
記
念
ロ
シ
ア
国
立
モ
ス
ク
ワ
音

楽
院
大
学
院
に
入
学
。
こ
の
９
月
か

ら
同
音
楽
院
大
学
院
３
年
生
。

ロ
シ
ア
国
内
の
音
楽
教
育
機
関
と
し
て
最
高
の
権
威
を
持
つ
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
記
念
ロ
シ
ア
国
立
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
に
留

学
し
つ
つ
、
帰
国
時
に
は
地
元
萩
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ

る
長
岡
あ
ゆ
み
さ
ん
に
お
会
い
し
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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深
夜
０
時
で
も
満
席
で
賑
わ
う
「
お

食
事
処
こ
づ
ち
」
に
お
邪
魔
す
れ
ば
、

不
景
気
な
世
の
中
だ
と
い
う
こ
と
が
嘘

に
思
え
る
ほ
ど
活
気
に
溢
れ
て
い
ま

す
。
な
じ
み
の
お
客
か
ら
、
観
光
客
ま

で
も
笑
顔
で
食
事
を
、
お
酒
を
楽
し
ま

れ
、“
萩
で
最
も
人
が
集
ま
る
飲
食
店
”

と
言
わ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　

今
か
ら
先
代
の
女お

か
み将

さ
ん
が
39
年
前
、

萩
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
前
交
差
点
の
一
画

に
15
席
の
小
さ
な
小
料
理
屋
と
し
て

オ
ー
プ
ン
さ
れ
、
夜
通
し
営
業
さ
れ
る

店
で
し
た
。
仕
事
上
が
り
、
一
杯
ひ
っ

か
け
る
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
も
多

く
、
閉
店
時
間
の
朝
６
時
、
７
時
ま
で

賑
わ
う
時
代
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
女
将
さ
ん
の
実
子
で
あ
る
現

こ
づ
ち
大
将
に
代
替
わ
り
す
る
際
に
、

23
年
間
営
ん
で
い
た
小
さ
な
小
料
理
屋

か
ら
場
所
を
変
え
、
現
在
の
萩
ツ
イ
ン

シ
ネ
マ
ビ
ル
１
階
に
新
生
・
お
食
事
処

こ
づ
ち
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
今
か
ら

16
年
前
。
新
し
く
な
っ
た
こ
づ
ち
で
は
、

そ
れ
ま
で
提
供
し
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
、
店
が
大
き
く
な
っ
た
の
を
機
に
、

地
元
漁
師
と
直
に
契
約
し
、
安
定
し
た

■
お
食
事
処　

こ
づ
ち

萩
市
東
田
町
18　

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

ビ
ル
１
Ｆ

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
７
９
５
６

営
業
時
間　

午
後
６
時
～
午
前
２
時

（
※
日
曜
日
は
午
前
０
時
ま
で
）

定
休
日　

水
曜
日

鮮
魚
の
提
供
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、

メ
ニ
ュ
ー
を
大
幅
に
増
や
し
、
食
事
メ

イ
ン
の
店
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
鮮
度
の
良
い
素
材

に
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
、
素
朴
な
料
理

と
し
て
提
供
す
る
敷
居
が
高
く
な
い

店
」
と
言
わ
れ
、
い
か
に
も
『
田
舎
の

お
店
』
と
い
う
雰
囲
気
に
し
た
い
と
の

こ
と
。「
も
っ
と
ボ
ロ
ボ
ロ
感
が
あ
っ

て
も
い
い
」
と
大
将
。
萩
を
訪
れ
る
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

お
店
の
こ
だ
わ
り
を
聞
く
と
「
と
に

か
く
飲
み
物
は
早
く
提
供
で
き
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。
満
席
で
込
み
合
っ

て
い
て
も
迅
速
に
テ
ー
ブ
ル
に
運
ぶ
。

ど
ん
な
に
良
い
料
理
を
提
供
す
る
店
で

も
、
な
か
な
か
乾
杯
が
で
き
な
い
店
っ

て
嫌
で
し
ょ
」
と
。
い
か
な
る
状
態
で

も
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
の

こ
と
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
能
力
こ

そ
、
人
気
店
で
あ
り
続
け
る
所ゆ

え
ん以
な
の

だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
早
い
時
間
か
ら
の
営
業
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
、「
田

舎
の
お
店
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
お
客

の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
な
お
店
で
す
。

　

１
９
３
０
年
当
時
、
湯
田
で
医
院

を
開
業
し
て
い
た
中
原
家
は
父
謙
助

さ
ん
の
死
後
、
別
の
医
師
に
医
院
を

貸
し
て
い
た
。
23
歳
の
長
男
中
也
は

東
京
に
い
た
が
、
四
男
の
思し

ろ
う郎
さ
ん

が
萩
中
学
校
に
転
校
し
た
た
め
、
中

原
家
は
萩
の
河
添
に
家
を
借
り
、
母

フ
ク
さ
ん
た
ち
は
湯
田
の
家
と
萩
の

間
を
往
復
し
て
い
た
。

　

30
年
９
月
に
中
央
大
学
予
科
に
入

学
し
て
い
た
中
也
は
、
帰
省
の
時
は

家
族
が
住
ん
で
い
た
萩
に
帰
っ
た
。

中
原
家
は
31
年
に
湯
田
に
戻
っ
た
。

　

萩
で
の
中
也
の
様
子
に
つ
い
て
、

中
原
思
郎
さ
ん
は
著
書
『
兄
中
原
中

也
と
祖
先
た
ち
』（
１
９
７
０
年
発

行
、
審
美
社
）
で
、「
昼
間
、
ね
こ

ろ
ん
で
本
を
読
み
、
眼
が
覚
め
る
と

井
戸
水
で
冷
や
し
た
ビ
ー
ル
を
飲
み
、

酔
っ
て
く
る
と
ま
た
横
に
な
っ
た
」

と
紹
介
し
て
い
る
。

　

岩
国
出
身
の
文
芸
評
論
家
、
河
上

徹
太
郎
あ
て
の
は
が
き
に
は
、「
恐

ろ
し
く
間
取
り
の
悪
い
こ
の
家
は
、

涼
し
い
に
は
バ
カ
に
涼
し
い
。
朝
か

ら
晩
ま
で
、
15
人
は
通
る
で
し
ょ
う

か
。
蝉
が
猛
烈
に
鳴
く
の
だ
が
、
も

し
蝉
で
も
鳴
か
な
か
っ
た
ら
、
ど
う

に
も
し
よ
う
の
な
い
程
退
屈
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
い
く
ら

退
屈
で
も
、
東
京
の
暑
さ
を
思
う
と
、

今
の
退
屈
の
方
が
ま
し
だ
と
思
い
ま

す
・
・
・
」「
終
日
松
林
の
中
に
寝

こ
ろ
ん
で
い
て
、
空
が
落
ち
て
来
て

も
平
気
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。

1930（昭和 5）年 8 月 5 日、ワイシャツ
のカフスボタンと首のボタンを母親の机
の上の小箱に入れ、忘れていたので送っ
てほしいと、用件のみ書かれている。

写真提供：中原中也記念館
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■
２
０
１
１
茶
碗
招
待
展

　

山
口
県
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る

慶キ
ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

尚
南
道
で
、
陶
芸
家　

岡
田
裕
、
波

多
野
善
蔵
、
野
坂
康
起
、
兼
田
昌
尚
ほ

か
41
人
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
20
日（
火
）〜
29
日（
木
）

韓
国　

慶
尚
南
道
金キ

メ海
市　

金
海
文
化

の
殿
堂

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
22
日（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区　

日
本
工
業
倶
楽
部

（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
）

（
０
９
０
・
７
２
６
４
・
６
９
５
４
）三
浦

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

11
月
12
日（
土
）
午
後
３
時
〜

東
京
都
中
央
区
銀
座
１
︲
26
︲
１

ホ
テ
ル
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
月
光
の
間

（
０
３
・
３
３
７
３
・
４
０
２
０
）
野
村

■
萩
ガ
ラ
ス
展

　

９
月
17
〜
19
日
は
名
入
れ
彫
込
の
実

演
が
あ
り
ま
す
。

９
月
８
日（
木
）〜
21
日（
水
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
１
︲
25

東
武
百
貨
店
池
袋
店
６
階

　
　
　
（
０
３
・
５
９
５
１
・
８
５
１
７
）

■
行
動
展

　

行
動
美
術
協
会
の
公
募
展
に
、
画
家

・
藤
崎
恒
頼
の
１
５
０
号
の
大
作
「
漁

夫
の
唄
」
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

９
月
14
日（
水
）〜
26
日（
月
）

東
京
都
港
区
六
本
木
７
︲
22
︲
２

国
立
新
美
術
館
（
公
募
展
）

　

大
阪
展
が
10
月
12
日（
水
）〜
16
日

（
日
）
大
阪
市
立
美
術
館
。
そ
の
後
、

京
都
展
（
11
月
）、
福
岡
展
（
12
月
）。

■
紀
ノ
国
屋
「
山
口
フ
ェ
ア
」

　

萩
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
が
直
送
販
売

さ
れ
る
ほ
か
、
矢
次
蒲
鉾
店
の
「
萩
甚

吉
」
や
忠
小
兵
衛
蒲
鉾
の
「
ご
ぼ
う
巻
」

な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

９
月
21
日（
水
）〜
27
日（
火
）

紀
ノ
国
屋
首
都
圏
６
店
舗　

イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
店
、
渋
谷
店
、
等
々
力
店
、

吉
祥
寺
店
、
国
立
店
、
鎌
倉
店

■
山
口
地
酒
維
新

　

維
新
の
地
「
や
ま
ぐ
ち
」
の
地
酒
と

料
理
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

萩
の
中
村
酒
造
、
岩
崎
酒
造
、
岡
崎

酒
造
場
、
八
千
代
酒
造
、
澄
川
酒
造
場

が
参
加
し
ま
す
。（
参
加
費
８
０
０
０

円
、
先
着
５
０
０
人
、
要
予
約
）

９
月
22
日（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

東
京
都
文
京
区
関
口
２
︲
10
︲
８

椿
山
荘
５
階
オ
リ
オ
ン

（
問
）
山
口
県
酒
造
組
合

　
　
　
（
０
８
３
・
９
７
３
・
１
７
１
０
）

■
岡
田
泰 

作
陶
展

９
月
27
日（
火
）〜
10
月
３
日（
月
）

横
浜
市
西
区
高
島
２
︲
18
︲
１

そ
ご
う
横
浜
店

　
　
　
（
０
４
５
・
４
６
５
・
５
５
１
５
）

■
12
代
三
輪
休
雪
て
ふ
て
ふ
展

○
東
京
展

９
月
28
日（
水
）〜
10
月
４
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
４
︲
１　

東
京
髙
島
屋

　
　
　
（
０
３
・
３
２
１
１
・
４
１
１
１
）

○
横
浜
展

11
月
23
日（
水
・
祝
）〜
29
日（
火
）

横
浜
市
西
区
南
幸
１
︲
６
︲
31　

横
浜

髙
島
屋（
０
４
５
・
３
１
１
・
５
１
１
１
）

■
「
西
端
峰
苑
×
な
だ
万
横
浜
店
」
書

作
展

　

日
本
料
理
店
「
な
だ
万
」
の
店
内
を

西
端
峰
苑
（
旧
姓
岡
本
順
子
、
大
阪
府

在
住
、
萩
高
昭
和
41
年
卒
）
の
書
作
品

で
飾
り
ま
す
。

９
月
30
日（
金
）〜
10
月
31
日（
月
）

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い

ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
４
階　

な
だ
万
横
浜

店
（
０
４
５
・
２
２
３
・
３
３
４
４
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
イ
ベ
ン
ト

○
秋
の
味
覚
フ
ェ
ア

10
月
上
旬
頃

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
３
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

　
　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

○
山
口
県
フ
ェ
ア

　

椿
山
荘
、
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ

ル
椿
山
荘
東
京
（
東
京
）、
箱
根
ホ
テ

ル
小
涌
園
（
神
奈
川
県
）、太
閣
園
（
大

阪
）、
京
都
国
際
ホ
テ
ル
（
京
都
）
で

山
口
県
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

10
月
１
日（
土
）〜
31
日（
月
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、

足
利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
製
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
７
日（
金
）、
８
日（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分（
９
日
は
３

時
30
分
ま
で
）

鎌
倉
市
小
町
１
︲
10
︲
５

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
問
）
萩
市
商
工
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

萩
観

光
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
夏
み
か
ん
菓
子
、
萩
焼
、

地
酒
、
海
産
物
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
６
時（
23
日
は
５
時
30
分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区　

松
陰
神
社
入
口
若

林
公
園
前

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
２
︲
13
︲
３

ス
ズ
ラ
ン
前
橋
店

　
　
　
（
０
２
７
・
２
３
３
・
１
１
１
１
）

■
12
代
三
輪
休
雪
て
ふ
て
ふ
展

○
名
古
屋
展

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
１
︲
１
︲
４　

関
東
地
区

Ｊ
Ｒ
名
古
屋
髙
島
屋

　
　

  

（
０
５
２
・
５
６
６
・
１
１
０
１
）

　
■
萩
商
工
商
業
科
38
年
卒
同
期
会

11
月
10
日（
木
）
午
後
６
時
〜

京
都
市
南
区
東
九
条
西
山
王
町
31

ホ
テ
ル
京
阪
京
都

（
０
７
５
・
９
８
３
・
５
０
８
４
）
横
山

■
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
＆
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

　

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ

Ｉ
の
竹
製
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

９
月
14
日（
水
）〜
17
日（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

入
場
料　

１
０
０
０
円

※
事
前
登
録
、
招
待
状
持
参
者
は
無
料

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
１
︲
５
︲

１
０
２　

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

　
　
　
（
０
６
・
６
６
１
２
・
８
８
０
０
）

■
12
代
三
輪
休
雪
て
ふ
て
ふ
展

○
京
都
展

10
月
12
日（
水
）〜
18
日（
火
）

京
都
市
下
京
区
四
条
通
河
原
町
西
入
真

町
52　

京
都
髙
島
屋

（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

○
大
阪
展

10
月
26
日（
水
）〜
11
月
1
日（
火
）

大
阪
市
中
央
区
難
波
５
︲
１
︲
５　

大

阪
髙
島
屋

　
　
　
（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

■
つ
ば
き
会
広
島
支
部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

韓　

国

中
国
地
区

関
西
地
区

東
海
地
区

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
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９
月
10
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

連
絡
先　

コ
ス
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
株
）

（
０
８
２
・
５
４
５
・
３
６
３
０
）
藤
本

■
金
子
司 

個
展

11
月
３
日（
木
・
祝
）〜
９
日（
水
）

広
島
県
広
島
市
中
区
胡
町
６
︲
26

福
屋
八
丁
堀
本
店
７
階
美
術
画
廊　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
１

　
　
　
（
０
８
２
・
２
４
６
・
６
１
１
１
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日（
火
）
午
後
６
時
〜

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

（
０
８
３
・
９
３
３
・
３
３
８
０
）
中
原

■
第
４
回
ふ
る
さ
と
の
匠
た
ち

　

金
子
司
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

９
月
23
日（
金
・
祝
）
〜
27
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

防
府
市
戎
町
１
︲
１
︲
28

防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ

ラ
ー
ト（
０
８
３
５
・
２
６
・
５
１
５
１
）

■
山
口
県
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ
ス
タ
in

う
べ

10
月
13
日（
木
）〜
16
日（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
13
日
は
10
時
〜
）

宇
部
市
大
字
沖
宇
部
２
５
４

宇
部
市
と
き
わ
湖
水
ホ
ー
ル

（
０
８
３
６
・
５
１
・
７
６
５
７
）

■
九
州
指
月
会

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
11
日（
日
）
午
後
３
時
〜

福
岡
県
福
岡
市
大
名
２
︲
６
︲
60

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

（
０
９
３
・
２
０
１
・
６
３
０
３
）
廣
瀬

■
つ
ば
き
会
九
州
支
部
総
会

　

九
州
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

10
月
22
日（
土
）
正
午
〜

北
九
州
市
小
倉
北
区
堺
町
１
︲
８
︲
14

小
倉
飯
店

（
０
９
０
・
９
６
４
５
・
４
８
６
１
）山
谷

■
山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

山
口
県
在
住
の
現
代
工
芸
作
家
（
22

人
）
の
陶
芸
、
染
織
、
皮
、
金
属
な
ど

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

７
月
15
日（
金
）〜
９
月
25
日（
日
）

椿
東
４
２
６
︲
１　

吉
賀
大
眉
記
念
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
萩
焼
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
彩
陶
庵
の
企
画
展

○
韓
国
萩
陶
芸
交
流
展

P
reE

xhibition    H
A

G
I

　
「
第
５
回
韓
国
萩
陶
芸
交
流
展
」（
12

月
９
〜
18
日
）
に
出
展
す
る
、
岡
田
泰
、

小
川
浩
延
、
金
子
司
、
兼
田
知
明
、
佐

久
間
正
和
、
渋
谷
英
一
、
田
口
潤
、
玉

村
信
一
、
中
島
大
輔
、
野
坂
和
左
、
松

浦
洞
心
ほ
か
15
人
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

９
月
10
日（
土
）〜
19
日（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
萩
四
人
展　

５
th　

守
破
離

金
子
司
・
中
島
大
輔
・
野
坂
和
左
・
濱

中
史
朗
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
22
日（
土
）〜
10
月
30
日（
日
）

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　

彩
陶
庵

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
萩
市
民
大
学
教
養
講
座

○
９
月
22
日（
木
）
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

演
題　
「
龍
馬
伝
」
に
込
め
た
想
い

講
師　

福
田
靖
（
脚
本
家
）

○
10
月
12
日（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

演
題　
「
政
治
は
こ
れ
で
い
い
の
か
」

講
師　

岩
見
隆
夫
（
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
セ
ッ
ト
）

会
場　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
９
０
）

■
俥
宿
天
十
平
の
企
画
展

○
伊
藤
慶
二
陶
展

10
月
８
日（
土
）〜
16
日（
日
）

○
英
国
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
＆
雑
貨
店

10
月
22
日（
土
）〜
31
日（
月
）

○
山
本
教
行
う
つ
わ
展

11
月
12
日（
土
）〜
20
日（
日
）

萩
市
南
古
萩
町
33
︲
５　

俥
宿
天
十
平

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
４
７
４
）

■
「
日
本
の
こ
こ
ろ　

     　
　
　

table 

」
セ
ミ
ナ
ー

10
月
９
日（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

丸
山
洋
子
（
テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
展
示　

10

月
９
日（
日
）〜
16
日（
日
）
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

萩
市
平
安
古
５
８
６
︲
１

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
問
）
株
式
会
社 

優
し
い
食
卓

　
　
　
（
０
３
・
５
２
１
５
・
１
２
８
７
）

■
「
キ
ハ
チ
の
さ
か
な 

酒
の
肴 

萩
の

魚
」　　
　
　
　
　
　
　

  

熊
谷
喜
八
著

　

日
本
を
代
表
す
る
シ
ェ
フ
、KIH

A
C

H
I

熊
谷
喜
八
氏
に
よ
る
萩
の
新
鮮
食
材
を

使
っ
た
簡
単
レ
シ
ピ
85
品
。

Ｂ
５
判
／
１
１
２
ペ
ー
ジ

価
格
／
１
５
７
５
円
（
税
込
）

出
版
社
／
ポ
プ
ラ
社

■
「
伊
藤
博
文
演
説
集
」

瀧
井
一
博
著

　

憲
法
制
定
、
議
会
開
設
の
由
来
と
は
。

国
民
政
治
の
理
想
を
唱
え
、
日
本
を
文

明
国
へ
と
方
向
づ
け
た
政
治
家
の
言
葉
、

代
表
的
演
説
39
篇
を
収
録
。

文
庫
判
／
４
５
８
ペ
ー
ジ

価
格
／
１
３
６
５
円
（
税
込
）

出
版
社
／
講
談
社
学
術
文
庫　

■
「
高
杉
晋
作
の
手
紙
」
一
坂
太
郎
著

　

吉
田
松
陰
、
久
坂
玄
瑞
、
桂
小
五
郎

ら
に
吐
露
し
た
本
音
。
幕
末
を
駆
け
抜

け
た
息
吹
が
生
で
伝
わ
っ
て
く
る
書
簡

１
０
０
通
を
厳
選
。

文
庫
判
／
３
７
２
ペ
ー
ジ

価
格
／
１
２
０
８
円（
税
込
）

■
「
長
州
維
新
の
道
（
下
）
萩
往
還
」

　

九
州
文
化
図
録
撰
書
第
９
号
、
長
州

と
筑
前
、
維
新
を
歩
く
３
部
作
の
第
３

弾
。
萩
往
還
を
歩
く
と
長
州
の
幕
末
が

見
え
て
く
る
。
萩
往
還
の
写
真
を
満
載
。

Ａ
４
判
／
１
２
８
ペ
ー
ジ

価
格
／
２
４
１
５
円

（
問
）
図
書
出
版 

の
ぶ
工
房

　
　
　
（
０
９
２
・
５
３
１
・
６
３
５
３
）

■
日
本
テ
レ
ビ
「
心
に
刻
む
風
景
」

　

著
名
人
の
家
や
街
、
風
景
等
を
紹
介

す
る
番
組
。
毎
週
水
曜
日
。

放
送
時
間　

午
後
９
時
55
分
〜
10
時

10
月
頃
に
高
杉
晋
作
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

放
送
局　

全
国
日
本
テ
レ
ビ
系

①
晦
事
（
コ
ト
コ
ト
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

夏
み
か
ん
マ
ー
マ
レ
ー
ド
２
本
セ
ッ
ト

を
２
名
様
に

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
９
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

出
版
情
報

萩
市
関
係

山
口
県
関
係

九
州
地
区

テ
レ
ビ
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

講談社学術文庫

at

the art of
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新
規

加
入
会
員

國
重
伸
治
さ
ん　
（
東
京
都
国
分
寺
市
）

川
原
輝
彦
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
崎
孝
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
茨
木
市
）

増
野
寿
光
さ
ん　
　
（
愛
知
県
清
須
市
）

大
塚
ヨ
シ
子
さ
ん　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

原
重
徳
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

八
島
貞
範
さ
ん　
　
（
大
阪
府
貝
塚
市
）

齊
藤
義
晴
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

村
上
敏
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
町
田
市
）

須
郷
三
悦
さ
ん　
　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

佐
々
木
稔
さ
ん　
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

青
木
成
文
さ
ん（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

田
辺
武
夫
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

生
田
目
豊
子
さ
ん　
（
静
岡
県
沼
津
市
）

佐
伯
玲
子
さ
ん　
（
千
葉
県
八
千
代
市
）

田
村
利
文
さ
ん　
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

塩
田
稔
子
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
明
石
市
）

吉
本
光
夫
さ
ん　
　
（
茨
城
県
日
立
市
）

中
山
潔
さ
ん　
　
　
（
埼
玉
県
川
口
市
）

石
田
純
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
泉
南
郡
）

俵
屋
真
治
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

福
田
勝
弘
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

山
本
正
義
さ
ん　
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

林
智
恵
子
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

西
村
裕
子
さ
ん　
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

茂
刈
利
夫
さ
ん　
（
広
島
県
東
広
島
市
）

長
岡
忠
孝
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

小
田
善
郎
さ
ん　
　
　
　
　
（
美
祢
市
）

阿
部
ウ
タ
子
さ
ん　
　
　
　
（
山
口
市
）

平
田
勝
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

末
冨
延
幸
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

山
根
隆
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

森
重
保
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
美
祢
市
）

小
野
和
男
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

福
井
政
嗣
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

平
賀
敏
雄
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

吉
屋
寿
美
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

坂
口
覚
美
さ
ん
（
神
奈
川
県
三
浦
郡
）

大
賀
良
恵
さ
ん　
　
（
島
根
県
益
田
市
）

小
川
惠
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
青
梅
市
）

野
村
真
由
美
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

上
利
真
紀
子
さ
ん　
（
阿
武
郡
阿
武
町
）

松
本
惠
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

白
神
能
和
さ
ん　
　
（
愛
知
県
あ
ま
市
）

左
野
博
道
さ
ん　
　
（
鳥
取
県
米
子
市
）

佐
藤
仁
美
さ
ん　
　
（
茨
城
県
取
手
市
）

大
槻
茂
さ
ん　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

白
上
貞
三
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藤
道
健
二
さ
ん　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

羽
倉
義
征
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

澄
川
眞
治
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

御
手
洗
敏
明
さ
ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

田
中
和
江
さ
ん　
　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

勝
本
克
正
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

冨
田
正
宏
さ
ん　
　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

神
田
幸
代
さ
ん　
　
（
千
葉
県
船
橋
市
）

小
野
清
和
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
堺
市
）

上
田
哲
也
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

平
田
清
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

増
山
好
彦
さ
ん　
（
神
奈
川
県
大
和
市
）

津
田
重
幸
さ
ん　
　
（
福
岡
県
行
橋
市
）

近
藤
凡
也
さ
ん　
　
　
　
　
（
長
門
市
）

蔵
田
忠
信
さ
ん　
　
（
大
阪
府
豊
中
市
）

山
本
武
生
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

木
村
正
泰
さ
ん　
　
（
奈
良
県
高
市
郡
）

（
６
月
25
日
〜
８
月
24
日　

65
人
）

　収蔵されている浮世絵
版画約 5,200 点の中から
厳選された名品 300 点を
150 点ずつ前期（10月１
日〜30日 ）・後 期（31日〜
11月27日）に分けて展示
します。
　浦上敏朗氏の寄贈品を中
心に、開館以来最大の作品
数が展観され、浮世絵版画

☎０８３８・２４・２４００ ☎０８３８・２５・６４４７山口県立萩美術館・浦上記念館だより 萩博物館だより

10月１日（土）〜11月27日（日）

９月17日（土）〜11月20日（日）

　萩博物館の収蔵資料の中から、幕末・明治期の歴史
を物語る古写真に焦点をあてて、「人物編」と「風景編」
の２部構成で紹介、大半が初公開の写真です。
　激動に立ち向かった人々の力強い表情や、近代化草創
期の風景・建物などが視覚的によみがえります。
▶観覧料　大人 500 円、高校・大学生 300 円、小・
中学生 100 円　▶年中無休

△喜多川歌麿「扇屋内花扇 よし
のたつた」 大判錦絵 寛政８年

山口県漁協萩地方卸売市場
　　道の駅・萩しーまーと

萩城下町周辺

　　萩城下町
萩博物館周辺

萩市田町商店街

◁
明
治
２
年（
１
８
６
９
）東
京
若
林
で

催
さ
れ
た
吉
田
松
陰
慰
霊
祭
に
集
う
広

沢
真
臣
・
前
原
一
誠
・
山
田
顕
義
ら

の精華を心ゆくまで堪能できる機会です。
▶観覧料　一般 1,000 円、70 歳以上・学生 800 円
▶休館日　月曜日（10月10日［月・祝］は開館）
■９月25日（日）までは
　「古陶の譜　中世のやきものー六古窯とその周辺ー」


